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左が澪ちゃん、右が
雫ちゃん

澪ちゃん。ハロウィンでギャルになりました

雫ちゃん

▽
名
前
の
由
来
は
？

―
航
太
く
ん
は
、
元
気
に
太
陽
の
よ
う
な
笑
顔
で
大
空
を
航
り
、
世
界
に
は
ば
た
い
て

ほ
し
い
と
、
千
咲
ち
ゃ
ん
は
、
春
に
生
ま
れ
た
の
で
、
満

開
の
桜
の
よ
う
に
千
の
希
望
が
咲
き
ま
す
よ
う
に
と
い
う

思
い
を
込
め
て
名
付
け
ま
し
た
。

▽
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
？

―
航
太
く
ん
は
、
プ
ー
ル
で
バ
タ
足
や
顔
を
つ
け
て
泳
ぐ
の

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
千
咲
ち
ゃ
ん
は
、
大
き
な
プ
ー
ル

に
入
っ
て
ワ
ニ
さ
ん
泳
ぎ
を
す
る
の
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

▽
好
き
な
食
べ
物
は
？

―
航
太
く
ん
は
、
ぶ
ど
う
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
芋
煮
、
千
咲
ち
ゃ
ん
は
、
り
ん
ご
や

と
う
も
ろ
こ
し
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
が
大
好
き
で
す
。

▽
成
長
を
感
じ
る
瞬
間
は
？

―
航
太
く
ん
は
、
恥
ず
か
し
が
り
屋
で
す
け
ど
、
お
友
達

や
先
生
に
自
分
か
ら
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

千
咲
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
で
着
替
え
と
歯
磨
き
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
は
成
長
を
感
じ
ま
す
。

▽
ご
両
親
か
ら
お
子
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
元
気
で
に
ぎ
や
か
な
２
人
、
楽
し
く
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
何
で
も
食
べ
て
大
き
く
な

っ
て
ね
。

右から夢希斗くん、秋華音ちゃん、
桜永音ちゃん、

天童市一日町

菅井 航太
こうた

く ん(５歳)

千咲
ちさき

ちゃん(３歳)
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■(今月の表紙)元気にがんばっています

／お天気カレンダー２

■食料・農業・地域政策推進要請集会

／大石田に多目的物流倉庫３

■ニュース展望台 ４

■傷害共済集団加入のおすすめ

／公道での農機による交通事故の要因と対策 ９

■国消国産を語ろう 10

■みちのくぼいす／クロスワードパズル 12

■お知らせ掲示板 14

■家族で楽しむおいしい一皿

／おらえのめんごっこ 16
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▼
就
農
し
た
き
っ
か
け
は
？

本
格
的
に
就
農
し
て
ま
だ
半
年
で
す
が
、
以

前
か
ら
農
業
は
好
き
で
、
い
つ
か
は
父
の
跡
を

継
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今
年
３
月
、

家
族
と
の
話
し
合
い
を
経
て
、
就
農
を
決
意
。

現
在
は
、
家
族
み
ん
な
で
水
稲
、
す
い
か
、
ソ

バ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
会
社
勤
め
の
時
は
、

休
日
に
父
の
手
伝
い
を
す
る
程
度
で
し
た
が
、

実
際
の
作
業
は
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
、
ほ

と
ん
ど
が
初
め
て
の
経
験
で
す
。
父
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
日
々
農
業
を
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
一
年
の
作
業
の
流
れ
は
？

一
年
を
と
お
し
た
作
業
の
流
れ
は
す
べ
て
把

握
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎

日
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
楽
し
く
農
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
の
春
に
は
、
航
空
防

除
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
、
大
石

田
町
の
航
空
防
除
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

冬
期
間
は
み
ち
の
く
サ
ー
ビ
ス
で
働
く
予
定
で

す
。

▼
農
業
の
魅
力
は
？

農
業
の
魅
力
は
、
手
間
を
か
け
た
分
だ
け
結

果
が
返
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
農
業

は
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
職
業
で
、
周
囲

に
は
若
く
て
も
経
験
豊
富
な
先
輩
農
家
が
多
く

い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
と
の
交
流
は
楽
し
く
、

面
倒
見
の
良
い
仲
間
た
ち
に
日
々
感
謝
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
青
年
部
の
活
動
も
充
実
し
て

い
て
、
同
世
代
の
農
業
者
が
多
く
、
情
報
交
換

の
場
と
し
て
と
て
も
有
益
で
す
。

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
？

高
校
２
年
生
の
長
男
は
野
球
、
小
学
５
年
生

の
長
女
は
陸
上
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
の
応
援

に
出
向
く
こ
と
で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

▼
課
題
と
今
後
の
目
標
は
？

現
在
は
父
が
農
業
の
先
生
と
し
て
栽
培
技
術

の
指
導
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
一
人
前
の
農

業
者
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
努
力
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
離
農
に

よ
る
田
ん
ぼ
の
集
約
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
田
ん
ぼ
の
維
持
管
理
に

努
め
、
昔
な
が
ら
の
美
し
い
風
景
を
守
り
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋は夕暮れ
｢秋は夕暮れ」。『枕草子』の中でも、とりわけ親

しまれている一節です。作者の清少納言は、夕日
が差し、山の端がくっきりと見える秋の夕暮れの
美しさを描きました。1000年以上も前の人々も、
この季節の空に心を動かされていたのです。
気象の面から見ても、秋の夕暮れが美しいのに

は理由があります。夏に比べて空気中の水蒸気が
少なくなり、遠くの景色まで見通しやすくなるた
めです。澄んだ空気の中で夕日が山並みを照らし、
空はあかね色から群青色へとゆっくり表情を変え
ていきます。

お天気カレンダー
気象予報士 檜山靖洋

10月は日の入りが日に日に
早くなる季節でもあります。
つい先日まで明るかった帰り
道が、同じ時刻でも、いつの
間にか夕暮れに包まれている
ことに気付く頃でしょう。
忙しい毎日の中でも、ほん

の少し足を止めて、西の空を
眺めてみませんか。清少納言
が愛した秋の夕暮れは、1000
年の時を超えて、今も私たち
の頭上に広がっています。

5/28

大石田町桂木町

三浦 崇
たかし

さん(43歳)

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
来月のあなたの運勢 10月占いコーナー モナ・カサンドラ

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
形
は
８
月
18

日
、
山
形
市
の
山
形
テ
ル
サ
で
、

食
料
・
農
業
・
地
域
政
策
推
進
山

形
県
要
請
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

県
内
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
や
生
産
者
、

役
職
員
ら
約
750
人
が
参
加
。
当
Ｊ

Ａ
か
ら
は
、
農
事
実
行
組
合
や
青

年
部
、
女
性
部
の
代
表
、
役
職
員

ら
65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
山
形
中
央
会
の
若
林
英
毅

会
長
、
吉
村
美
栄
子
知
事
の
あ
い

米
需
給
環
境
の
整
備
求
め
る

〜
食
料
・
農
業
・
地
域
政
策
推
進
要
請
集
会
〜

さ
つ
に
続
き
、
要
請
で
は
、「
持

続
可
能
な
水
田
・
畑
作
農
業
対
策

の
確
立
」「
農
業
・
農
村
の
持
続

的
な
発
展
に
向
け
た
施
策
の
拡

充
」
な
ど
９
点
の
主
要
項
目
の
実

現
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。
主
食

用
米
の
民
間
在
庫
が
膨
れ
上
が
り
、

大
幅
な
米
価
下
落
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
中
、
食
料
安
全
保
障
の
前
提

と
な
る
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
向
け
、
米
の
需
給
環
境
の
整
備

▲米需給環境整備などを求めた要請集会

や
生
産
現
場
の
実
態
を
ふ
ま

え
た
水
田
政
策
の
見
直
し
、

適
正
な
価
格
形
成
に
向
け
た

消
費
者
の
理
解
醸
成
を
県
選

出
国
会
議
員
に
働
き
か
け
ま

し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
部
長
で
、

県
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
協
議
会
の

犬
飼
紀
子
副
会
長
ら
４
人
が

意
見
表
明
し
ま
し
た
。
犬
飼

副
会
長
は
「
昨
年
の
コ
メ
騒

動
で
痛
感
し
た
の
は
、
需
給

と
価
格
の
安
定
が
生
産
者
と

消
費
者
の
双
方
に
と
っ
て
重

要
。
適
正
な
価
格
形
成
や
持

続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向

け
、
消
費
者
へ
の
理
解
醸
成

や
国
産
の
農
畜
産
物
を
選
ぶ

大
石
田
営
農
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

に
新
築
す
る
多
目
的
物
流
倉
庫
の

起
工
式
が
８
月
６
日
、
建
設
現
場

で
行
わ
れ
、
庄
司
中
大
石
田
町
長
、

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
や
工
事
関
係
者
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
40
人
が
出
席
し
、

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

最
上
川
河
川
拡
幅
工
事
に
よ
り

Ｊ
Ａ
の
２
施
設
の
解
体
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
石
田
地
区
の
施

設
再
編
整
備
に
伴
い
大
石
田
農
機

セ
ン
タ
ー
を
移
転
し
、
そ
の
跡
地

に
、
農
産
物
の
集
出
荷
業
務
や
ふ

る
さ
と
納
税
業
務
、
資
材
の
保
管

業
務
等
、
多
目
的
に
活
用
で
き
る

倉
庫
を
新
築
し
ま
す
。

神
事
に
続
き
、
三
浦
組
合
長
が

「
こ
の
物
流
倉
庫
は
農
業
に
関
す

る
地
域
独
自
の
多
様
な
取
り
組
み

を
可
能
に
す
る
倉
庫
。
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
皆
様
の
意
見
を

十
分
に
反
映
し
た
運
用
に
努
め
、

本
倉
庫
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
鉄
骨
造
一
部
２
階

建
て
で
、
延
床
面
積
は
420
平
方
㍍
。

工
期
は
12
月
24
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

大石田に多目的物流倉庫
～起工式行い新築工事始まる～

▲安全を祈願し鍬入れを行う三浦組合長▲安全を祈願し鍬入れを行う三浦組合長

行
動
変
容
に
つ
な
が
る
政
策
を
拡

充
し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
「
頑

張
ろ
う
三
唱
」
を
行
っ
て
、
要
請

の
実
現
に
向
け
、
国
政
に
対
し
て

強
力
に
働
き
か
け
る
よ
う
訴
え
ま

し
た
。

要
請
集
会
に
先
立
ち
、
食
品
産

業
セ
ン
タ
ー
の
荒
川
隆
理
事
長
が

「
米
を
め
ぐ
る
情
勢
と
今
後
の
展

望
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

▲意見表明する県女性協の
犬飼副会長

▲｢頑張ろう三唱｣で要請の実現を訴える、当ＪＡ
の実行組合、青年部、女性部の代表と役職員ら

持続可能農業実現へ



４５ 牡牛座
4/20～5/20

【全体運】あれもこれもしなければと焦らずに。状況を整理してできるものから行いましょう。延期やお断りも視野に入れて
【健康運】無理は禁物。７割程度の力で動けば安泰です 【幸運の食べ物】エノキタケ

牡羊座牡羊座
3/21～4/19

【全体運】非常に勢いがあり大きな推進力に恵まれます。力不足を感じていたことにチャレンジを。今月なら希望が見えます
【健康運】スポーツを楽しんで。動くほどエネルギーが好循環 【幸運の食べ物】カブ

▶
戸
沢
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈
り

作
業
を
す
る
青
年
部
員

Ｊ
Ａ
村
山
市
青
年
部
戸
沢
支
部

（
佐
藤
達
也
支
部
長
）
の
盟
友
ら

が
戸
沢
小
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
ま
し
た
。

以
前
は
、
地
域
の
夏
ま
つ
り
や

運
動
会
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
、
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
協
力
し
て
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
食
農
教
育
の

つ
な
が
り
も
あ
り
青
年
部
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら
継
続

し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈
り
作
業

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〜
Ｊ
Ａ
青
年
部
戸
沢
支
部
〜

尾
花
沢
市
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村

山
、
市
内
の
畜
産
農
家
な
ど
で
構

成
す
る
尾
花
沢
牛
振
興
協
議
会
は

８
月
15
日
、
尾
花
沢
市
の
徳
良
湖

畔
花
笠
広
場
で
「
第
30
回
尾
花
沢

牛
肉
ま
つ
り
」
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
地
元
の
(株
)Ｂ
Ｅ

Ｌ
Ｌ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
と
(有
)ス
カ
イ
フ

ァ
ー
ム
お
ざ
き
が
肥
育
し
た
尾
花

沢
牛
の
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド
「
雪
降

り
和
牛
尾
花
沢
」
２
頭
分
の
精
肉

約
300
㌔
を
準
備
。
家
族
連
れ
や
帰

省
客
な
ど
約
１
０
０
０
人
が
訪
れ
、

七
輪
を
囲
み
、
Ａ
５
ラ
ン
ク
の
最

高
級
霜
降
り
牛
肉
を
堪
能
し
ま
し

た
。宮

城
県
仙
台
市
か
ら
家
族
で
訪

れ
た
、
姉
の
中
学
３
年
生
の
目
黒

希
美
さ
ん
(15
)と
弟
の
小
学
６
年

生
の
目
黒
七
海
さ
ん
(11
)は
「
初

め
て
参
加
し
た
が
、
甘
く
て
や
わ

ら
か
く
、
口
の
中
で
と
ろ
け
る
み

七
輪
囲
み
最
高
級
和
牛
に
舌
鼓

〜
尾
花
沢
で
牛
肉
ま
つ
り
〜

▶
会
場
で
「
雪
降
り
和
牛
尾
花
沢
」
を
味
わ
う
来
場
者

村
山
営
農
セ
ン
タ
ー
き
ゅ
う
り

生
産
部
で
は
、
８
月
17
日
か
ら
Ｊ

Ａ
や
ま
が
た
の
き
ゅ
う
り
選
果
場

を
利
用
す
る
越
境
選
果
が
始
ま
り

ま
し
た
。
県
内
有
数
の
き
ゅ
う
り

の
産
地
で
あ
る
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
の

選
果
場
の
広
域
利
用
が
本
格
化
し

て
６
年
目
。
新
規
生
産
者
３
人
が

加
わ
り
、
夏
秋
き
ゅ
う
り
の
作
付

面
積
も
22
㌃
ほ
ど
広
が
り
ま
し
た
。

き
ゅ
う
り
は
、
選
別
や
箱
詰
め

な
ど
に
手
間
が
か
か
る
た
め
、
規

模
拡
大
に
踏
み
込
め
な
い
の
が
実

情
。
近
隣
Ｊ
Ａ
の
選
果
場
を
利
用

さ
せ
て
も
ら
い
、
余
っ
た
労
力
を

規
模
拡
大
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

約
100
本
入
る
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
に

き
ゅ
う
り
を
並
べ
、
Ｊ
Ａ
本
店
敷

地
内
の
集
荷
場
で
集
荷
し
た
後
、

専
用
の
ト
ラ
ッ
ク
で
選
果
場
ま
で

運
び
ま
す
。
今
年
は
12
人
の
生
産

者
が
越
境
選
果
に
取
り
組
み
、
最

盛
期
に
は
日
量
約
350
コ
ン
テ
ナ
ほ

ど
が
出
荷
さ
れ
、
10
月
中
旬
ま
で

続
く
見
通
し
で
す
。

８
月
７
日
に
は
目
ぞ
ろ
え
会
を

開
き
、
出
荷
さ
れ
た
き
ゅ
う
り
を

見
て
基
準
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

▲目ぞろえ会で基準を確認する生産者

きゅうり‶越境"選果始まる
～生産規模拡大に一役～

村
山
営
農
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
ん
ぼ

生
産
部
（
芦
野
貴
之
部
長
）
は
、
８

月
20
日
、
21
日
の
２
日
間
、
さ
く
ら

ん
ぼ
の
夏
季
管
理
講
習
会
を
各
地
区

で
開
き
ま
し
た
。

20
日
に
開
か
れ
た
戸
沢
地
区
の
講

習
会
に
は
、
生
産
者
ら
16
人
が
参
加
。

村
山
市
樽
石
の
斎
藤
真
栄
さ
ん
の
園

地
で
、
北
村
山
農
業
技
術
普
及
課
の

荒
澤
直
樹
シ
ニ
ア
専
門
員
が
、
現
在

の
園
地
の
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、

来
年
度
に
向
け
た
双
子
果
対
策
や
基

本
的
な
施
肥
の
考
え
方
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

双
子
果
対
策
と
し
て
、
９
月
上
旬

ま
で
遮
光
資
材
の
設
置
や
夏
季
剪
定

に
つ
い
て
は
基
本
行
わ
ず
、
樹
勢
が

極
端
に
強
い
場
合
の
み
９
月
上
旬
以

降
に
実
施
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
「
紅
秀
峰
」
に
つ
い
て
は
、

双
子
果
が
特
に
発
生
し
や
す
く
樹
勢

が
低
下
し
や
す
い
品
種
で
あ
る
た
め
、

樹
勢
が
強
い
場
合
で
も
実
施
し
な
い

よ
う
注
意
点
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
産
者
た
ち
は
、
来
年

度
に
向
け
て
良
品
な
さ
く
ら
ん
ぼ
の

生
産
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

▲斎藤さんの園地で行われたさくらんぼの講習会

来年度に向け栽培管理学ぶ
～さくらんぼ夏季講習会～

ＪＡみちのく村山営農法人協議会は８月６日、東
根市で米穀の情勢に関する講演会を開き、協議会に
加盟している10団体の代表やＪＡの役職員ら30人が
出席しました。
当ＪＡの米取り引き先のＭＭライス(株)の高津正
樹執行役員が「直近の米穀情勢について」と題して
講演。令和７年産米の価格高騰を受け、コメ離れが
加速し、在庫が積み上がり、値下げが実施されてい
る状況です。生産者、ＪＡ、卸が三位一体となり、
生産コストの最低防衛ライン・20,535円(玄米60㌔
あたり)を踏まえ、徹底したコスト削減などをとお
して、適正価格と持続可能な流通を構築していく必
要性を示しました。

▲講演する高津執行役員▲目ぞろえ会で規格を確認する生産者

米穀の情勢について講演
～ＪＡ営農法人協議会～

村山営農センターりんご生産部（青柳篤部長）は、
８月21日に早生りんごの出荷打合せ会を開き、生産
者ら13人が参加しました。
令和８年産りんごの生育と県内、県外主産地の販
売状況の報告に続き、ＪＡの担当者が果実選果施設
の集荷体制について説明。出荷については、８月27
日から共選を開始することを確認しました。。
引き続き行われた目ぞろえ会では、キズや日焼け、
変形などのサンプルを用いて、共選規格の統一を図
っていくことを確認しました。

目ぞろえで共選規格再確認
～早生りんご出荷打ち合わせ会～

た
い
で
お
い
し
い
。

夏
休
み
の
楽
し
い

思
い
出
に
な
っ
た
。

来
年
も
是
非
参
加

し
た
い
」
と
尾
花

沢
牛
の
味
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し

た
。会

場
で
は
牛
肉

の
販
売
や
、
Ｊ
Ａ

み
ち
の
く
村
山
に

よ
る
特
産
「
尾
花

沢
す
い
か
」
の
ふ

る
ま
い
、
豪
華
景

品
が
当
た
る
大
抽

選
会
も
行
わ
れ
好

評
を
得
ま
し
た
。



６７

第15回全日本すいか割り選手権大会が８月９日、
徳良湖畔特設会場で開かれ、県内外から26組、78人
が出場。大人から子供までが、競技としてのすいか
割りを楽しみました。
直径５㌢、長さ120㌢以内の棒と日本国産すいか

を使うのがルール。チームは、目隠し姿に棒を持っ
た「割る人」と、指示を出す「サポーター」２人の
３人１組で構成。５回３分の２回転した後スタート
し、制限時間１分30秒以内に７㍍先にあるすいかを
割り、その割れ具合に点数をつけて競います。
競技では、サポーターの指示を頼りに、ふらつく

足取りですいかに迫り、狙いを定め思い切り棒を振
り下ろし周囲の観客から歓声が上がっていました。
特産のすいかが食べ放題で、このイベントで使わ

れたすいかは、当ＪＡが提供しました。

村山すいか生産部は８月27日、ＪＡ本店で来年に
向けたすいかの栽培講習会を開きました。
生産者ら約60人が出席。中里幸喜部長のあいさつ

に続き、北村山農業技術普及課の藤島弘行専門普及
指導員が「今年は適度な降雨もあり、病害の発生も
少なかった。規格外品で一番多いのはウルミ果で、
小さい玉での発生が多いため、目標着果数となるよ
うに摘果を行い、３Ｌ中心の生産が望まれる」と述
べました。種苗会社である(株)萩原農場の坪井直志
普及開発部長は、今年から導入した新品種「祭ばや
し777α」の特性について改めて説明し、目標着果
数の確保、着果棒などを利用しての適期収穫が重要
で、『大きくする』から『中身の充実した大玉を作
る』という意識が必要だ」と訴えました。
来年に向け生産者たちは、さらに高品質の「尾花

沢すいか」栽培に取り組むことを確認しました
▶
来
年
に
向
け
た
す
い
か
の
栽
培

に
つ
い
て
学
ん
だ
講
習
会

来年に向けすいか栽培講習会
～村山すいか生産部～

当ＪＡ管内では、６月から廃プラ回収が行われて
います。尾花沢地区では８月24日、25日の２日間、
カントリーエレベーター前で回収作業が行われまし
た。両日とも開始直後から農家のトラックが列を作
り、ＪＡ職員が対応。使用済みの農業用ビニールや
肥料袋、育苗箱などが荷台から下ろされ、計量後回
収車両へ積込みされました。
また、村山地区では９月３日から４日間、大石田

地区では８月26日から３日間廃プラ回収が行われま
した。

管内各地で廃プラ回収

トマト、もも、りんご、西洋梨の４品目対応の果
実選果施設が６月24日からトマト、７月26日からも
もの選果が始まり、８月下旬からはトマト、もも、
りんごの３品目の選果が行われ最盛期をむかえてい
ます。
この選果施設は、平成30年に「能力向上」工事が

完了し、「２ステージセンサー 」方式を採用する
ことにより、糖度、熟度、内部褐変、蜜などを、さ
らに鮮明に判別できるようになりました。高品質の
品物をリレー販売で有利販売を目指します。

４品目対応の果実選果施設稼働

蟹 座
6/22～7/22

【全体運】丁寧な作業が好結果につながります。ダメージを負わないよう準備を入念に。問題は話し合いで解決の兆しが
【健康運】よくかむことが大切。バランス良く食べましょう 【幸運の食べ物】エリンギ

双子座双子座
5/21～6/21

【全体運】好調運に後押しされて活躍が期待できます。レジャーを楽しむ余裕も生まれそう。友人に積極的に連絡を取ってみて
【健康運】話題の健康法を試して。楽しく元気に過ごせます 【幸運の食べ物】ジャガイモ

▶
ビ
ニ
ー
ル
を
回
収
用
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
る
農
家
(尾
花
沢
)

すいか真っ二つ
～尾花沢で全日本選手権～

▶
２
日
間
、
お
盆
の
大
売
り
出
し
が

行
わ
れ
た
（
は
い
っ
と
）

８
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
４
店
舗
と
産
直
館

は
い
っ
と
、
つ
な
ぎ
で
お
盆
大
売

り
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
肥
料
、

農
薬
は
も
ち
ろ
ん
、
お
盆
向
け
の

食
料
品
や
酒
類
な
ど
を
特
別
価
格

で
提
供
。
山
形
牛
も
数
量
限
定
で

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ご
て
ん
で
は
、
焼
き

そ
ば
や
焼
き
鳥
、
か
き
氷
な
ど
の

ミ
ニ
屋
台
村
が
オ
ー
プ
ン
。
両
日

と
も
多
く
の
人
が
来
店
し
賑
わ
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
で

大
売
り
出
し

｢村
山
市
産
モ
モ
品
評
会
」
が

８
月
24
日
、
道
の
駅
む
ら
や
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

村
山
市
戸
沢
の
松
田
龍
仁
さ
ん
が

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
松
田

さ
ん
は
最
高
糖
度
賞
（
16
・
６

度
）
も
受
賞
し
ま
し
た
。

15
玉
入
り
５
㌔
詰
め
の
「
川
中

島
白
桃
」
が
14
点
出
品
。
北
村
山

農
業
技
術
普
及
課
の
工
藤
信
普
及

推
進
主
幹
兼
課
長
を
審
査
委
員
長

に
、
当
Ｊ
Ａ
の
三
浦
組
合
長
ら
４

人
が
、
着
色
、
形
状
、
熟
度
、
玉

ぞ
ろ
い
な
ど
基
準
と
な
る
10
項
目

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
終
了
後
の
講
評
で
工
藤
主

幹
は
「
出
品
さ
れ
た
も
も
は
、
着

色
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
、
玉
揃
い
の

良
さ
は
素
晴
ら
し
く
、
異
常
気
象

が
続
く
中
で
も
高
品
質
な
も
も
を

育
て
上
げ
た
生
産
者
の
技
術
力
と

努
力
に
は
敬
意
を
表
す
る
。
今
後

も
お
い
し
い
も
も
を
全
国
の
消
費

者
に
届
け
、
村
山
市
産
も
も
の
ブ

ラ
ン
ド
を
高
め
て
ほ
し
い
」
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

か
っ
こ
内
は
地
域
名
。

▽
優
秀
賞
＝
太
田
和
明
(西
郷
）、

門
脇
信
悦
(大
久
保
）

▽
奨
励
賞
＝
犬
飼
重
尚
(大
久
保
）、

芦
野
千
代
雄
(大
久
保
）

松
田
さ
ん
が
最
優
秀
賞
受
賞

〜
村
山
市
産
モ
モ
品
評
会
〜▲ももの出来をチェックする審査委員

当
Ｊ
Ａ
は
８
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
本

店
で
共
済
窓
口
担
当
者
（
ス
マ
イ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）
の
接
客
技
能
を

競
う
カ
ウ
ン
タ
ー
セ
ー
ル
ス
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

の
４
支
店
か
ら
１
人
ず
つ
４
人
が

出
場
。
審
査
の
結
果
、
楯
岡
支
店

の
伊
藤
亜
実
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
、
９
月
２
日
に
開
か
れ
た
県

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
就
職
に
伴
い

購
入
し
た
自
動
車
が
近
く
納
車
予

定
で
、
家
族
の
勧
め
で
Ｊ
Ａ
に
来

店
し
た
お
客
様
に
、
新
規
内
容
を

提
案
す
る
と
い
う
設
定
。
同
Ｊ
Ａ

の
細
矢
清
一
常
務
ら
５
人
が
審
査

員
を
務
め
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
共
済
連

山
形
の
担
当
者
が
来
店
者
を
演
じ
、

22
分
の
持
ち
時
間
で
声
掛
け
か
ら

保
障
設
計
書
の
説
明
、
提
案
な
ど

を
実
践
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
形

式
で
日
頃
の
業
務
で
培
っ
た
ス
キ

ル
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
、

組
合
員
、
お
客
様
一
人
一
人
に
わ

か
り
や
く
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
な
説
明
で
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
良

さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
最
適
な

内
容
を
提
案
で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲最優秀賞に輝いた伊藤さん

楯岡支店・伊藤さんが最優秀
～ＪＡカウンターセールスコンテスト～

▲目視によるももの選果作業

▲目隠しをしてすいかを割る参加者



８９ 乙女座
8/23～9/22

【全体運】買い物を楽しめます。ショッピングモールなどへの外出は視野が広がるきっかけに。珍しいものにツキがあります
【健康運】度忘れが気になりそう。脳トレで頭を活性化して 【幸運の食べ物】チンゲンサイ

獅子座
7/23～8/22

【全体運】スピーディーに動けます。ただ頭に血が上りやすい傾向が。怒りっぽくなっていないかセルフチェックを忘れずに
【健康運】とてもパワフル。短い休憩を入れて元気を維持して 【幸運の食べ物】ギンナン

▶
花
笠
踊
り
大
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た

Ｊ
Ａ
職
員

花
笠
踊
り
の
発
祥
地
で
あ
る
尾
花
沢
市
の
「
お
ば
な
ざ
わ
花
笠
ま

つ
り
」
が
８
月
27
日
、
28
日
の
２
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

28
日
の
花
笠
踊
り
大
パ
レ
ー
ド
に
は
、
54
団
体
、
１
６
６
０
人
の

踊
り
手
が
参
加
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
職
員
ら
25
人
が
参
加
し
、「
ヤ
ッ

シ
ョ
ー
、
マ
ッ
カ
シ
ョ
」
の
掛
け
声
に
の
せ
て
、
豪
快
で
華
や
か
な

笠
回
し
を
披
露
し
ま
し
た
。

８
月
22
日
、
23
日
の
徳
内
ま
つ
り
で
は
、
楯
岡
支
店
の
敷
地
内
に

「
屋
台
村
」
を
オ
ー
プ
ン
。
職
員
ら
が
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
、
か
き
氷

な
ど
を
販
売
し
、
夏
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

７月下旬から８月下旬にかけて、当JA管内で、有
人・無人ヘリ、ドローンによる水稲の共同防除が行
われました。今年、村山地区では2回散布で、延べ
4457㌶、尾花沢地区では3回散布で、延べ431㌶、大
石田地区では２回散布で、延べ1298㌶の防除が行わ
れました。
この取り組みは、適正農薬を散布することによる、

良質米の安定した生産のため毎年行われています。
また、８月２日には、ＪＡ本店敷地内で村山市航

７月６日に『甑葉プラザ』で開かれた料理教室の
内容を、広く女性部員に伝達しようと、女性部西郷
支部では８月10日、西郷地区市民センターで伝達料
理教室を開きました。
女性部員23人が参加。甑葉プラザでの料理教室に
参加した、髙橋和子支部長らを講師に手軽にできる
料理に挑戦。４つの班に分かれて、大葉やさけ、カ
ツオふりかけを使った「押し寿司」、「豚肉とほうれ
ん草のふわふわ卵炒め」、豚バラ肉や長ねぎ、にんじ
ん、生しいたけを使った「サンラータンスープ」、デ
ザートとして「水無月」の４品を作りました。
完成した料理を試食した女性部員たちは、おいし

さに舌鼓を打ち出来栄えに満足していました。

▶
徳
内
ま
つ
り
で
賑
わ
っ
た

｢屋
台
村
｣

▶
手
軽
に
で
き
る
４
品
に
挑
戦
し
た

女
性
部
員

▶
有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
共
同
防
除
(村
山
)

かき氷
おいしいね！
かき氷
おいしいね！

家の光記事活用料理に挑戦
～女性部西郷支部～

管内各地で航空防除を実施

空防除協議会役員や
各関係機関、ＪＡ役
職員が出席し、今年
度計画された村山市
内における航空防除
事業の安全祈願祭を
執り行いました。▲航空防除の安全祈願祭(村山)

｢豪
快
、華
や
か
｣笠
回
し
を
披
露

〜
お
ば
な
ざ
わ
花
笠
ま
つ
り
〜



1011 蠍 座
10/24～11/22

【全体運】難しい対応を迫られそう。あなたのせいではないので気に病まないで。助けてくれる人が現れて状況は好転へ
【健康運】考え過ぎないように。体に良い食材を取りましょう 【幸運の食べ物】ナメコ

天秤座
9/23～10/23

【全体運】伸びやかな好調運。温めてきた計画を実行するのも良いですし、思い付きでやったこともうまくいきます。挑戦を!
【健康運】おしゃべりでストレス発散。友人とのスポーツも◎ 【幸運の食べ物】さんしょう



山羊座
12/22～1/19

【全体運】辛口の運気。気持ちを引き締めて。課題をクリアすれば大きなご褒美が待っています。周囲からの助言には耳を傾けて
【健康運】運動不足に注意。お風呂は湯船にゆっくりつかって 【幸運の食べ物】柿

射手座
11/23～12/21

【全体運】良好運です。旅行やおけいこなど、やりたかったことをする時間を多めに取りましょう。語学の勉強で運を招いて
【健康運】大勢でワイワイ楽しめる運動がお勧め。大会参加も吉 【幸運の食べ物】ニンジン

❶おでんにつける黄色い薬味
❸アフリカ大陸北部に広がる
――砂漠

❻仏花によく使われます
❼運動会の競技のひとつ
❽小豆は昔、赤い――と呼ば
れました

10えんぺらがある魚介類
12ダーウィンが提唱した――
論
14夫の配偶者です
16皮がむきやすい黄色い果物
18秋桜ともいわれる花
20いざというとき、体を膨ら
ませる魚

22酒などを買う前に、味や香
りを確認

23『考える人』で知られる彫刻家

⬇ タテのカギ
❶――食えば鐘が鳴るなり法隆
寺(子規)

❷ヒトコブだったりフタコブだ
ったり

❸味噌煮にしてもおいしい魚
❹元のものから分かれ出ること。
新たな問題が――する

❺橋につけられた柵
❼油絵を描くのに使う布。画布
ともいいます

❾――の上にも三年
11転居、屋移りともいいます
13漢字から作られました
15歯を抜くときにかけるもの
17付けている人は誰なのかが書
いてあります

19寺院に入るときくぐることも
21彼はクラスで――を抜いて足
が速い

➡ ヨコのカギ

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広
報
係
行

1213

22

23

18

19

20

21

14

15

16

17

11

12

13

８

９

10

６

７

１

２

３

４

５Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答え

1716

15

16

12

13

14

11

８

９

10

５

６

７

１

２

３

４

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の
５名の方が当選しました。おめでとうございます。

８月号の答え ｢クツワムシ｣

[ハガキ記入例]◆応募のきまり
•応募は１人につき１回有効です。
•紙面の都合により「みちのくぼいす」
に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合
も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』10月号で行い
ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先
•ハガキ…[記入例]をご参照ください。
•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp
•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ９月24日(木)
※ 当日消印有効

ペンネームを使用する方は、
本名・ペンネーム両方とも
記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！
すてきな賞品をプレゼント
みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名
クロスワードパズル正解者の中から……５名

995-001185

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え
②｢みちのくぼいす｣テ
ーマなどに関する身
近な話題、ご意見・
ご感想
③郵便番号・住所
④氏名・ペンネーム
⑤年齢
⑥性別
⑦電話番号

•こっちゃんのばあ さん(大石田町)
•２児の母ちゃん さん(尾花沢市)
•チャラ男 さん(村山市)
•山ちゃん さん(村山市)
•海くんおっかあ さん(尾花沢市)

Ｅ

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢秋
の
は
じ
ま
り
を
感
じ
る
時
」

で
す
。

９
月
に
入
り
秋
を
感
じ
る
時
が

多
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
時
に
秋
を
感
じ

る
で
し
ょ
う
か
。
風
景
、
食
べ
物
、

行
事
等
々
…
お
便
り
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

｢私
・
我
が
家
の
夏
の
思
い
出
｣

テ
ー
マ
大
賞

Ｄ

ウ ワ バ ミ フ ロ

イ ワ シ グ モ オ
イ モ モ シ ヤ

ジ ン ド イ ツ ゴ

ヤ リ ズ ム カ ン

ユ ア ク ロ コ

ゴ イ シ ラ ン

ま
す
。
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
み
ち
の
く
ボ
イ

ス
は
色
々
な
方
が
見
て
い
る
ん
で
す
ね
。
読
ん

で
い
る
だ
け
で
楽
し
い
で
す
。
秋
の
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
は
皆
さ
ん
何
処
に
い
く
の
か
な
？

（
尾
花
沢
市
／
海
君
お
っ
か
あ
さ
ん
)

今
年
の
夏
は
、
地
震
や
洪
水
で
、
暑
い
中
、

大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
方
々
を
目
に
す
る

と
、
い
つ
も
の
夏
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
り
が
ち

で
し
た
。
（
大
石
田
町
／
ズ
ン
ズ
ン
コ
さ
ん
)

家
族
総
出
で
夏
祭
り
に
参
加
し
た
事
で
す
。

（
大
阪
府
堺
市
／
た
ろ
や
ん
さ
ん
)

毎
年
こ
ど
も
、
孫
達
と
一
緒
に
健
康
効
果
の

あ
る
海
水
浴
に
行
く
の
が
夏
の
恒
例
行
事
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
は
み
ん
な
の
予
定
が
合
わ
ず
、

結
局
夫
婦
二
人
で
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
年

に
一
回
は
潮
風
に
当
た
っ
た
り
、
海
水
に
浸
か

っ
た
り
し
た
い
と
思
い
出
発
、
天
気
は
予
報
通

り
２
日
間
ず
ー
っ
と
雨
降
り
、
傘
を
さ
し
て
海

の
近
く
ま
で
行
っ
て
潮
風
に
当
た
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
海
は
穏
や
か
で
、
と
っ
て
も
綺
麗

な
ブ
ル
ー
そ
れ
を
見
ら
れ
た
だ
け
で
癒
さ
れ
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。
海
水
浴
が
で
き
な

か
っ
た
夫
は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
温
泉
に
入
っ
た
り
美
味
し
い
物

を
食
べ
た
り
、
ま
あ
こ
ん
な
年
も
あ
り
か
な
？

私
は
海
を
眺
め
ら
れ
た
だ
け
で
も
大
満
足
、
今

年
の
夏
の
思
い
出
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
め
い
さ
や
さ
ん
)

毎
年
実
家
の
お
墓
参
り
で
地
元
の
盆
踊
り
祭

り
に
は
参
加
し
た
こ
と
無
か
っ
た
け
ど
、
今
年

は
息
子
家
族
と
孫
達
と
参
加
し
ま
し
た
。
地
元

の
若
い
人
達
が
主
体
に
な
り
、
出
店
や
は
や
飲

み
や
抽
選
も
あ
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
夏
の

風
物
詩
を
こ
れ
か
ら
も
無
く
さ
ず
続
け
て
行
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
桃
好
き
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

夏
休
み
の
時
期
に
な
る
と
、
帰
省
で
き
る
場

所
が
あ
る
こ
と
が
羨
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
妻

も
都
会
に
出
生
し
た
た
め
、
そ
の
機
会
が
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
時
に
何
度
か
祖
母
の
故
郷

で
あ
る
高
畠
町
に
出
掛
け
た
際
の
田
園
風
景
を
、

今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

（
京
都
府
京
都
市
／
サ
ラ
ダ
さ
ん
)

夏
は
家
族
、
親
戚
が
集
ま
っ
て
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
飲
ん
で
玄
関
に
た
く
さ
ん
の
靴
や
サ
ン
ダ

ル
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
が
大
好
き
で
す
。
水
遊

び
な
ど
で
集
ま
っ
た
人
数
よ
り
多
く
な
る
サ
ン

ダ
ル
…
幸
せ
で
す
。

（
尾
花
沢
市
／
２
児
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

屋
敷
内
の
畑
に
自
家
用
に
す
い
か
を
作
っ
た

の
で
す
が
、
一
番
立
派
に
育
っ
た
大
玉
が
、
２
、

３
日
の
間
に
６
個
イ
ノ
シ
シ
か
ら
き
れ
い
に
食

べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
対
策
と
し
て
ポ
ポ

ー
の
葉
が
効
果
が
あ
る
か
も
と
ネ
ッ
ト
で
見
た

の
で
、
割
っ
た
す
い
か
に
枝
を
さ
し
た
り
押
し

込
ん
で
、
食
べ
て
く
れ
と
置
い
て
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
降
来
な
く
な
っ
た
よ
う
で
、

効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
も
っ
と
お
い
し
い
す
い

か
を
見
つ
け
た
の
か
…
話
に
は
聞
い
て
い
た
の

で
す
が
、
す
ぐ
近
く
ま
で
イ
ノ
シ
シ
来
る
の
で

す
ね
。
苦
い
夏
の
思
い
出
で
す
。

(大
石
田
町
／
快
の
じ
い
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

お
盆
に
実
家
に
帰
省
。
お
墓
参
り
の
後
は
、

家
族
み
ん
な
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
毎
年
の
恒
例

行
事
。
お
い
し
い
も
の
食
べ
て
ワ
イ
ワ
イ
楽
し

み
ま
し
た
。
（
山
形
市
／
あ
い
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

夏
と
言
え
ば
花
火
で
す
ね
。
自
宅
の
庭
で
線

香
花
火
を
よ
く
や
っ
た
も
の
で
す
。
最
近
は
花

火
を
お
店
で
あ
ま
り
売
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
全
国
の
花
火
大
会
を
テ
レ
ビ
で
見
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

(愛
知
県
岡
崎
市
／
あ
ふ
が
ん
さ
ん
)

今
年
の
夏
は
家
族
や
親
戚
と
結
婚
の
お
祝
い

の
食
事
会
を
し
て
、
み
ん
な
に
祝
っ
て
い
た
だ

き
、
夫
が
私
の
実
家
に
滞
在
し
、
庄
内
へ
行
っ

て
海
水
浴
を
し
、
新
庄
の
相
撲
巡
業
を
見
に
行

き
、
兄
家
族
と
南
陽
の
熊
野
大
社
へ
行
き
、
幼

な
じ
み
と
一
年
ぶ
り
に
喫
茶
店
で
お
し
ゃ
べ
り

を
し
、
毎
年
恒
例
の
お
仏
壇
掃
除
を
し
、
お
盆

に
家
族
と
無
事
に
お
墓
参
り
を
し
、
友
達
夫
婦

と
米
沢
の
滝
を
見
に
行
き
、
う
ち
の
庭
か
ら
近

所
の
人
と
一
緒
に
花
火
を
鑑
賞
し
、
姪
と
そ
の

友
達
が
泊
ま
り
に
来
た
の
で
一
緒
に
プ
ー
ル
で

楽
し
く
泳
ぎ
、
東
京
の
親
戚
が
泊
ま
り
に
来
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
、
山
形
美
術
館
に
百
鬼
夜

行
展
を
見
に
行
き
、
か
ぎ
針
編
み
で
コ
ー
ス
タ

ー
を
作
り
、
小
さ
い
頃
お
世
話
に
な
っ
た
ピ
ア

ノ
の
先
生
に
会
い
、
初
め
て
丸
亀
製
麺
で
う
ど

ん
を
食
べ
、
最
高
に
楽
し
く
充
実
し
た
夏
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
（
大
石
田
町
／
多
趣
味
さ
ん
)

部
落
の
夏
祭
り
に
外
孫
２
人
、
そ
れ
ぞ
れ
違

う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
従
姉
妹
が
参
加
し
て
、

そ
の
ま
ま
泊
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
敷
布
団
２

枚
敷
き
、
３
人
で
寝
ま
し
た
。
３
年
生
と
５
年

生
に
な
る
の
で
、
小
学
校
が
終
わ
っ
た
ら
来
な

い
の
か
聞
い
て
み
た
ら
、
高
校
生
に
な
っ
て
も

バ
ア
チ
ャ
ン
家
に
泊
ま
り
に
来
た
い
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
い
こ
と
言
っ
て
く
れ
る

と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

（
大
石
田
町
／
こ
っ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
さ
ん
)

毎
年
２
階
か
ら
大
石
田
の
花
火
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
年
１
回
の
ロ
マ
ン
で
す
。

（
尾
花
沢
市
／
ロ
ー
レ
ラ
イ
さ
ん
)

家
族
で
飛
島
に
行
っ
た
思
い
出
で
す
。
海
は

透
明
で
鮮
や
か
な
青
色
で
、
波
も
穏
や
か
で
泳

ぐ
魚
も
見
ら
れ
る
ほ
ど
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

夕
暮
れ
時
、
沈
む
夕
日
が
海
面
を
オ
レ
ン
ジ
色

に
染
め
上
げ
る
、
そ
の
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

に
思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。（

村
山
市
／
ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

今
年
の
夏
は
白
内
障
の
手
術
に
始
ま
り
、
十

数
年
ぶ
り
に
風
邪
に
か
か
り
、
九
州
か
ら
娘
と

孫
娘
が
台
風
の
影
響
で
１
日
遅
れ
の
里
帰
り
。

つ
か
の
間
の
時
間
で
し
た
が
、
ま
た
の
再
会
を

約
束
し
、
寂
し
い
よ
う
な
ほ
っ
と
し
た
よ
う
な

複
雑
で
す
。
初
め
て
１
本
だ
け
植
え
た
ミ
ニ
ト

マ
ト
も
実
を
付
け
、
お
い
し
さ
に
感
動
、
疲
れ

た
け
ど
と
て
も
充
実
し
た
夏
と
な
り
ま
し
た
。

（
村
山
市
／
山
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

息
子
や
娘
家
族
の
帰
省
で
賑
や
か
な
お
盆
と

な
っ
た
我
が
家
。
迎
え
る
側
と
し
て
は
、
数
日

前
か
ら
布
団
の
準
備
や
部
屋
の
掃
除
を
。
全
員

そ
ろ
っ
て
か
ら
は
日
々
３
食
の
メ
ニ
ュ
ー
考
案

等
で
大
変
！
で
も
、
子
供
や
孫
が
帰
っ
た
後
の

茶
の
間
は
や
け
に
広
く
、
夜
に
な
る
と
虫
の
鳴

き
声
と
相
ま
っ
て
物
寂
し
い
気
持
ち
に
。

た
く
さ
ん
の
笑
顔
や
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
、

あ
い
が
と
う
。
ま
た
ね
〜
。
母
(祖
母
)は
少
々

う
と
う
と
し
ま
〜
す
。

(村
山
市
／
赤
毛
の
ア
ン
大
好
き
お
ば
さ
ん
さ
ん
)

私
た
ち
の
小
学
校
の
頃
は
、
プ
ー
ル
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
部
落
に
大
き
な
川
が
あ
り
ま

し
た
。
流
れ
に
石
を
積
み
、
せ
き
を
止
め
深
く

し
泳
い
だ
も
の
で
す
。
水
は
冷
た
く
、
唇
が
赤

紫
に
な
る
ま
で
入
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

今
、
あ
の
川
を
見
る
と
小
幅
で
大
き
な
川
に
は

見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
懐
か
し
さ
も
あ
り
、

寂
し
い
よ
う
な
あ
の
頃
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

(村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

今
年
も
推
し
と
過
ご
し
た
夏
。
推
し
に
喜
ん

で
も
ら
う
た
め
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
（
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、

流
し
そ
う
め
ん
、
お
か
し
つ
り
、
野
菜
収
穫
体

験
な
ど
）、
イ
ベ
ン
ト
中
は
推
し
の
体
調
管
理

に
気
を
配
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
イ
ベ
ン
ト
終

了
し
た
ら
、
抜
け
殻
の
よ
う
に
身
体
が
動
か
ず

…
。
セ
ミ
の
鳴
き
声
を
聴
き
な
が
ら
、
セ
ミ
の

一
生
よ
り
は
、
推
し
と
の
時
間
は
短
か
っ
た
け

ど
、
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
で
し
た
。
推
し
に
と
っ

て
も
そ
う
だ
と
う
れ
し
い
な
…

（
村
山
市
／
チ
ャ
ラ
男
さ
ん
）

夏
は
盆
踊
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
海

と
45
年
も
前
に
青
年
団
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
な

体
験
し
て
楽
し
く
愉
快
で
面
白
か
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。「
北
酒
場
」
の
詩
が
流
行
っ

て
い
て
、
昭
和
の
時
代
で
す
。

（
村
山
市
／
ゆ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

幼
少
の
頃
の
大
石
田
の
花
火
大
会
は
、
大
橋

の
橋
の
欄
干
に
ま
た
が
り
、
最
上
川
に
流
れ
る

灯
篭
流
し
を
見
て
ま
し
た
。
今
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
ね
。

(大
石
田
町
／
モ
ン
テ
が
ん
ば
れ
の
お
兄
さ
ん
さ
ん
)

山
越
し
に
隣
町
の
花
火
大
会
の
音
が
聞
こ
え

て
く
る
。
花
火
大
会
を
見
た
い
と
せ
が
む
子
も

な
く
、
花
火
を
見
た
け
り
ゃ
近
く
の
山
道
に
登

る
と
打
ち
上
げ
ら
れ
た
大
玉
の
一
部
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
静
か
な
過
疎
の
村
。
今
ご
ろ
は
き

っ
と
山
の
特
等
席
で
胡
瓜
や
南
瓜
を
か
じ
り
な

が
ら
、
猿
の
家
族
た
ち
が
き
ゃ
あ
き
ゃ
あ
言
い

な
が
ら
花
火
大
会
を
楽
し
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

(尾
花
沢
市
／
ま
だ
ら
ボ
ケ
さ
ん
)

今
年
は
宅
急
便
で
、
ふ
る
さ
と
便
を
届
け
た

夏
で
し
た
。
進
学
し
た
孫
へ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、

ス
モ
モ
、
す
い
か
、
梨
、
ぶ
ど
う
と
、
地
元
の

う
ま
い
果
物
の
定
期
便
。「
お
い
し
か
っ
た
」

の
ひ
と
言
に
励
ま
さ
れ
、
そ
の
準
備
を
し
て
い

る
時
が
一
番
活
き
活
き
ば
あ
ば
で
し
た
。

(尾
花
沢
市
／
胡
蝶
蘭
さ
ん
)

毎
月
広
報
誌
を
Ｐ
Ｃ
で
閲
覧
し
て
楽
し
ま
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
パ
ズ
ル
は
ボ
ケ
防
止
に

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

(東
京
都
あ
き
る
野
市
／
Ｙ
ｕ
じ
さ
ん
)

表
紙
の
写
真
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

（
村
山
市
／
ま
ち
ゅ
ぴ
ち
ゅ
さ
ん
)

妹
が
幼
稚
園
、
私
が
小
学
校
２
年
生

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
暑
い
夏
の

日
昼
近
く
、
父
が
隣
町
の
食
堂
に
冷
た

い
も
の
を
食
べ
に
行
こ
う
と
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は

ラ
ー
メ
ン
が
食
べ
た
か
っ
た
の
で
、
父

が
勝
手
に
注
文
し
た
冷
や
し
中
華
に
腹

を
立
て
て
ぐ
ず
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
し
ぶ
し
ぶ
食
べ
た
冷
や
し

中
華
の
酸
味
と
冷
た
さ
が
お
い
し
く
感

じ
ら
れ
て
、
食
べ
き
れ
な
い
妹
の
分
ま

で
た
い
ら
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
見
て
い
た
父
の
苦
笑
い
し
た
顔
が
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

(村
山
市
／
の
ぶ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

Ｃ

Ｄ

ＣＢ

Ａ

Ａ

Ｂ

花
火
大
会
に
は
な
か
な
か
行
け
ま
せ
ん
が
、

自
宅
の
二
階
か
ら
見
え
る
花
火
を
み
る
と
夏
も

終
わ
り
か
な
〜
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
村
山
市
／
ポ
テ
チ
マ
ン
さ
ん
)

私
の
夏
は
千
葉
ま
で
一
般
道
で
、
行
っ
て
き

た
事
で
す
。
滞
在
し
て
居
る
時
に
、
水
害
に
あ

い
、
観
光
し
て
も
水
害
の
跡
が
凄
く
て
ビ
ッ
ク

リ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
帰
り
は
車
が
、
乗
り

捨
て
ら
れ
て
い
た
り
色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
懲
り
ず
ま
た
千
葉
に
は
行
き
た
い
と
思
い

級
友
の
歌
手

五
十
五
年
の
足
あ
と

ふ
る
里
に
展
示
す

（
村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

清
流
に

簎や
す

で
付
き
け
る

鰍か
じ
か

と
り

童
の
頃
の

夏
の
思
い
出

※
夏
休
み
に
な
る
と
地
元
の
川
に
友
達
と
毎
日
の
よ
う
に
〝鰍
と
り
〞に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
見
か
け
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
川
に
鰍
が
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
夏
に
な
る
と
た
べ
た
い
な
あ
〜
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(村
山
市
／
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

Ｅ



お知らせ掲示板お知らせ掲示板

第１号議案 大口貸出の承認について
第２号議案 共済規程の一部変更について
第３号議案 出資口数の減口承認について

(第十次経営管理３カ年計画スローガン)
｢未来のために ～Next Chapter(次の章へ)～｣

ネクスト チャプター

だよりだよりだより理事会理事会理事会
第６回理事会が８月20日に開催
主な議案と内容は次のとおりです｡

【報告事項】
•理事会への経過報告および行事予定について
•主要勘定・安全性の指標について
•みのり監査法人期中監査Ⅰの実施について
•令和７年度ＪＡ財務モニタリングの結果について
•令和８年産すいか集荷実績について
•肉用牛販売実績報告について
•ＪＡグリーン営業時間について
•企画旅行集客状況について
•利益相反取引の報告について
•受益証券の売却について
•特殊詐欺被害防止に向けたATM利用限度額の
変更のお知らせについて

1415 魚 座
2/19～3/20

【全体運】いつものペースで進めましょう。運勢は次第に上昇し、状況が好転します。リサイクルやリメークにツキあり
【健康運】発酵食品など腸に優しい食べ物で元気をキープ 【幸運の食べ物】マッシュルーム

水瓶座水瓶座
1/20～2/18

【全体運】驚くことが起こりそう。ただしハプニングは味方です。より良い方法を模索すれば前より良い結果を生むでしょう
【健康運】スキンケアは丁寧に。小さい傷もきちんと消毒を 【幸運の食べ物】ルッコラ

片倉さんが最優秀賞片倉さんが最優秀賞
~総称山形牛枝肉共励会~~総称山形牛枝肉共励会~

第57回総称山形牛枝肉共励会が８月28日、東京都
港区の東京食肉市場㈱で開かれました。24頭が出品
し、片倉雄一さんが肥育した黒毛和種の雌牛が最優
秀賞を受賞しました。
▶
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
片
倉
さ
ん

ＪＡ共済よりお知らせ

所定の要件を満たした共済契約の共済掛金を支払った場合に所得税を軽減できる制度とし
て、生命保険料控除と地震保険料控除があります。ＪＡ共済では課税所得控除共済掛金払込
証明書を毎年９月以降にご契約者様へ交付し、税務申告時の共済掛金払込の証明としてご活
用いただいております。
９月５日以降に新たに共済契約にご加入いただいた場合や９月５日以降に共済掛金を払い
込んでいただくご契約（年払い）については、口座振替等により共済掛金の払い込み
が完了した都度、ご契約者様へ郵送いたします｡ ご確認のうえ大切に保管をお願いい
たします。
なお、応当月11月、12月の年払契約については、年末調整等に使用する「共済掛金証明予
定額案内書」を交付いたします。
窓口での交付は原則ご対応しかねますので、ご容赦願います。

課税所得控除共済掛金払込証明書について

ＪＡグリーン営業時間のご案内ＪＡグリーン営業時間のご案内
9/1～10/31 定休日

グリーンたておか ８:30～17:00 土･日曜日､祝日
グリーンごてん ８:30～17:00 日曜日
グリーンおばなざわ ８:30～17:00 日曜日
グリーンおおいしだ ８:30～17:00 日曜日
産直館 はいっと ９:00～17:00 なし
※９月30日は、棚卸のため休業となります。

特殊詐欺被害防止に向けたATM利用限度額の変更の
お知らせ

ATMにおいてお客さまの貯金が不正に払い出される特殊詐欺の犯罪が増加していることを受け
て、９月１日より、キャッシュカードなどによる取引時の1日あたりの利用限度額を以下のとおり
引き下げました。
ご不便をおかけしますが、警察庁からの要請も踏まえた対応であり、ご理解をお願いいたします。

媒体種別 対象取引 *1) 変更前 変更後

I Cキャッシュカード I C取引 100万円 50万円 *2)

磁気ストライプ
キャッシュカード、通帳

磁気取引 50万円 50万円

*1) ATMでのお引出し、振込等が対象となります。
*2) あらかじめ設定されている利用限度額から変更されている場合は変更対象外となります。


